
１. 研究背景・目的
   現代美術において、インスタレーションは空間全
体を作品とする表現手法として位置付けられ、1970
年代以降、芸術的操作のなされた空間全体を扱う作
品群の総称として一般化している。しかし、映像イ
ンスタレーションやサウンド・インスタレーション
などのように、「映像」「サウンド」が作品の構成要
素となることで、インスタレーションの概念は拡大
している。インスタレーションは、絵画や彫刻を逸
脱し、観客が身体を通して体験できるスケールを持
つことで、観客と作品との関係を重要視するもので
あると言える。さらには、ホワイトキューブでの展
示から離れ、芸術祭のような地域での展示へと発展
する。
　このようなインスタレーションの展開は、作家が
幅広い表現方法で、作品と観客の空間をつくり上げ
ることができるようになった一方で、観客は作品の
持つ空間をどのように認識するのか、という課題を
発生させた。
　そこで本研究では、作品が空間へと拡大し、観客
との相互関係をもった歴史を探り、作品と観客の関
係を明らかにすることを目的とする。また、本研究
が美術館や地域芸術祭での展示計画の一助となるこ
とを期待する。

２. 研究方法
　これまでの美術史を通して、作品が空間へと拡大
した変遷を辿るほか、インスタレーションにおける
空間と観客の関係について、文献調査によって明ら
かにする。

３. 概念から空間への拡大
　かつての絵画や彫刻が占めていた美術作品から、
現代における概念的な作品へと拡大の契機をもたら
した作品として、マルセル・デュシャンの《泉》
(1917 年 ) があげられる。既製品までもを作品として
用いることで、その有用性の意味を排除した。デュ
シャンは、既製品の選択が視覚的な美的楽しみに左
右されないことを重要視し、その既製品を選び、新
たな題目と視点を与えるという一連の「プロセス」
を作品とした１）。
　それまで、絵画や彫刻は物理的な「もの」として
の美的な経験であったのに対し、作品制作における
「プロセス」が作品化したことで、物理的な「もの」
以外のいかなるものでも美術作品になり得るといっ
た素材の拡大と、作家の行為や身振りまでもを作品
として捉える「レディメイド」が発見される。 レディ
メイドの発見以降、アメリカで誕生するミニマリズ
ムを通じて、徹底的に装飾を排除した彫刻作品が展
示空間と一体化し、空間までも作品として捉えるイ
ンスタレーションへと発展する。作品が空間へと拡
大して、身体的スケールを持ち、観客が作品空間に
入り込むことができるようになることで、作品と観
客に相互関係が生まれ、観客が作品の一部として取
り入れられるようになる２）。

４. 空間における観客の存在
　観客が作品の一部として取り入れられる傾向は、
ミニマリズムの作品から考えられ、批評家のマイケ
ル・フリードは、「芸術と客体性」にて、ミニマリズ
ムの作品を「演劇的」であると批評している３）。
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　ミニマリズムは、徹底的に装飾を排除した彫刻作
品が展示空間に設置されることで、シンプルな見た
目の下に何か背景があるのか、それともただの「も
の」なのか、という「記号かものか」という二重性
を生んでいる。それにより、観客は作品がいかにそ
う表されているのかという「解釈のプロセス」を踏
む４）。作品そのままの「もの」としてでも十分でなく、
作品の持つ「意味深さ」だけでも十分でない。
　ただの産業的な素材の幾何学形態でしかないミニ
マリズムは、それ自体では空虚で、それが故に鑑賞
者のなすがままに存在する。つまりミニマリズにお
ける作品は、鑑賞者ありきのもので、観客の作品と
の関係や解釈のプロセスを前提としており、作品は
観客を「包含」している。
　インスタレーションもまた、作品そのままの「も
の」としてでも、作品の持つ「意味深さ」だけでも
十分でなく、観客を「包含」している。そして、フリー
ドのいう「演劇的」な経験、つまり解釈のプロセス
をもたらす。両者の違いは、ミニマリズムの作品が
モダニズムに特徴的な無駄のないシンプルな作品で
あり、ホワイトキューブという芸術のために用意さ
れた空間に置かれるのに対し、インスタレーション
は展示空間だけでなく、その外部のあらゆる場所に
設置される。そして、物体としての「もの」だけでなく、
映像や音楽といった様々なメディアや素材を用いる
ことで、観客はあらゆる空間を経験することができ
る。

５. 日常への連続性
　伝統的な芸術経験（絵画や彫刻）はホワイトキュー
ブで行われ、作品の意味は自律的な作品の内部にの
み存在するため、観客は無関係であり、客観的に作
品を認識する。一方で、インスタレーションは、先
に述べたように作品の意味は作品と観客の関係のう
ちにあり、作品を客観的に認識することはできず、
観客が作品を経験することで認識することができる。
美術評論家の中原佑介が「人間と物質」５）で、現代
美術において素材とならない物質は皆無だと述べる
ように、様々な素材の拡大における物質の造形の手
段によりインスタレーションでは、作品の経験へと
観客を誘い込むために、日常的な素材や場を用いて
いる。そして、それによって作品経験をより身近な
ものにすることで、普段は意識されない観客の日常
的行為を、芸術体験という特殊な経験を通じて想起
させる。今日では、美術館という芸術のための展示

空間から飛び出し、地域を活用した芸術祭からも日
常的な素材や空間を用いた作品が見受けられる。こ
こで重要なことは、単に日常的な物質を素材として
利用することではなく、日常的な素材を利用し、様々
な問題をテーマに取り上げて作品を制作することで
ある。そしてインスタレーションが、これまでの美
術館という場を飛び出し、街や自然をひとつの場と
して捉えることで、場と作品、作品と観客、観客と
場というような関係が生まれる。それにより、絵画
や彫刻に見られるような芸術的な問題だけでなく、
社会問題や政治、人種など、観客の身近な問題を身
体を通して経験することにある。それは、観客が日
常生活へ戻っても保存され、社会や他者に対する思
想や行為が改善されうる。この連続性により、観客
はもはや単なる鑑賞ではなく、体験的な鑑賞を経験
することで、身体を通じて作品と日常生活との関わ
り方を更新することができる。

６. まとめ
　インスタレーションの空間と観客の関係について、
ミニマリズムから考えられてきた概念を文献により
調査することで、空間における観客の関係が見えて
きた。さらに、観客の空間との関係は、ホワイトキュー
ブではない場所性も重要であることがわかった。今
回は、最初期の文献を対象とした調査にとどまった
ため、今後は様々な作品の事例を分析し、作品と場
所との関係やその空間と観客の関係について調査を
進めていく。
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